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禅学関係雑誌論文目録(2007年)

著 者 論 題 誌 名 発行巻(号)
月

〔思 想〕

FaureBernard

モリス・ジョナサン[訳]

和久井洋子[他 訳]

RUGGERIAnna

RusseriAnna

WolfeStephen

浅 倉 祐一朗

浅 見 羊孝

粟 谷 良 道

伊 東 大 輔

今 村 純 子

岩 田 文 昭

上 野 正 二

大 橋 崇 弘

大 村 哲 夫

小笠原 眞

小 倉 玄 照

小田川 方 子

翻訳 ベ ルナ ール ・フォール

「禅宗 史の再考」

禅 の教育 と体験 の重要 性(2):

「大死」 を通 して

白隠の唯識観 一 『四智辮』 を
通 して

芭蕉 の"秋 深 き"の 死 一禅 の
心 か最終 の絶望 か

西 田幾多 郎 とK・ フィー ド

ラー 一その芸術 論 をめ ぐって

大拙 「日本 的霊性 」と西田 「宗
教論」 の相関 関係

『正法 眼蔵 』 におけ る行仏の

思想

「神無論 」 につ いての一考察:
キ リス ト教神秘 思想 と禅思想
の比較研 究(岸 英司名誉教授

迫 悼記念 号)

芸術 と倫 理 一シモ ーヌ ・ヴェ

イユ と西 田幾 多郎

京都 学派の宗教 哲学 と宗教思

想(近 代 日本 と宗教学 一複数
性 と系 譜 をめ ぐって一

オイゲ ン ・ヘ リゲ ルの禅理解:

鈴 木大拙 の掌 上で

道元 とメルロ ・ポンティー立 ち
あらわれる世界 に対する視点

継承される宗教経験 「悟 り」
一 『伝光録』 にみる 「悟」から

「日本の近代化 と禅宗」再考
一特に鈴木正三 にみる 「日本資

本主義の精神」論 をめぐって

禅 戒一如 のなか に顕現す る霊
性(特 集 ス ピリチュアリ

テ イの羅針 盤)

『大乗起信論 』にお ける 「心」
の比較思想 的省察 一哲学 と宗

教 の問

日本思想史研究

研究論叢

花園大学国際禅学
研究所論叢

龍谷大学国際セン
ター研究年報

比較思想研究

北陸宗教文化

印度學佛教學研究

サ ピエ ンチア:英

知 大学論叢

比較思想研究

宗教研究

大分県立芸術文化
短期大学研究紀要

比較思想研究

論集

人間文化

春秋

比較思想研究

393

697

23

163

343

193

55(2)3

412

343

80(4)3

45

343

34

229

49210

343
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金 子 宗 元

川 畑 松 晴

佐久間 賢 祐

下 室 覚 道

新 保

新 保

新 保

哲

道元禅師の無我説解釈一その
独自性を中心にして

英文著作 か ら大拙 に迫 る(1)
イギ リスにおける大拙

論理 ・合理 禅理一道元禅師
の理の用例と宗旨に関連して

道元禅師の業報観(6)相 続
転変差別について

仏教か ら見 たソロー と山頭

火:色 か ら音 そ して声 へ

哲 山頭火の生死観

哲 道元の菩薩道と福祉の精神

菅 原 研 州 歴史と宗義の一考察(6)

仙 石 景 章

竹 内 弘 道

竹 林 史 博

辻 村 公 一

内 藤 可 夫

三 浦 雅 彦

水 田 珠 枝

水 田 珠 枝

峰 岸 正 則

森 哲 郎

矢 島 忠 夫

吉 村 均

和 田 真 二

道元の 「捨てる」思想 について

「い のち」 の用語 をめ ぐって
一道元禅 師の生命観 との関連

におい て 一

正信論争考(4)キ リス ト教

近代主義神学 との比較

禅 に於 ける 「魔境」 一先師抱

石篭久松 眞一博士 を回想 して

(独語)(日 本語)

鈴木正三 における死 の思惟の

誠実性

『万民徳用』と戦後思想 一中村
元の鈴木正三研究 をめぐって

平塚 らいて うの神秘主 義(上)

成瀬仁蔵 ・ドイツ観念 論 ・禅
との 関連 で

平塚 らいて うの神秘主 義(下)

成瀬仁蔵 ・ドイツ観念 論 ・禅
との 関連 で

『永平清規』等 と 『聖ベ ネデ ィ

ク ト会則 の比較 一東西 霊性交
流 に関連 して 一

禅 と西 田哲学 一脱 自 と表現

『正法眼蔵』 における時間

ナー ガールジュナ(龍 樹)と
道元 一二諦論 か らの 『正法眼

蔵 』読解 の試 み

鈴 木大拙 の"霊 性"三 部 作の
意義 とその問題点

宗学研究

金沢学 院大学 紀

要,文 学 ・美術 ・
社会学編

印度哲学仏教学

宗学研究

文化女子大学紀
要.人 文 ・社会科
学研究

宗教研究

人と言語と文化

宗学研究紀要

印度哲学仏教学

教化研修

宗学研究

日本學士院紀要

人間環境論集

比較思想研究

思想

思想

教化研修

暉學研究

弘前大学教育学部
紀要

比較思想研究

宗教研究

494

53

2210

494

151

80(4)3

46

203

2210

514

494

62(2)11

63

343

9964

9975

514

852

973

343

80(4)3



〔中 国〕

McRaeJohnR.

伊 藤 孝 祥

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

伊 吹

敦

敦

敦

敦

敦

敦

内 田 誠 一

小 川

小 川

小 川

小 川

隆

隆

隆

隆

外国語禅籍研究班

金 子 眞 也

韓 志 晩

木 村 得 玄

古 賀 英 彦

古 賀 英 彦

古 賀 英 彦

小早川 浩 大

古 林 義 功
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日本 の禅研 究 と私 一小川 隆

『神会』 『語録の ことば』 の刊

行 にちな んで

洞 山良紛 禅師 の研究(平 成18
年度文学研究科修士 論文要 旨)

宋 の成 立 と禅(下)要 説 ・中

国禅 思想史(15)

宋 の成立 と禅(上)要 説 ・中
国禅 思想史(14)

唐 か ら宋へ(下)要 説 ・中 国

禅 思想 史(13)

唐 か ら宋へ(上)要 説 ・中国
禅 思想史(12)

『二 入四行論』 の作 者 につ い
て 一 「曇林序 」 を中心 に

「東 山法 門」 と 「樗 伽宗」 の
成 立

王 維 の乗 如輝 師に寄せ た詩 と

その周邊(中)乗 如輝 師の人
物 像 を中心 に

禅 の書物 禅 の言葉 『碧巌録 』

雑 考(22)天 平和 尚両 錯(10)

禅 の書物 禅 の言葉 『碧巌録 』
雑 考(21)天 平和 尚両錯(9)

禅 の書 物 禅 の言葉 『碧巌 録』

雑 考(20)天 平和 尚両錯(8)

禅 の書 物 禅 の言葉 『碧巌 録』
雑 考(19)天 平和 尚両錯(7)

金沢 文庫本 『正法眼蔵』 の訳

注研 究(6)

黄 汝亨 『天 目遊記』 につ て

住持葬式からみた宋 ・元代 の
禅宗伽藍(東洋建築史:中国(1)・
モンゴル,建 築歴史 ・意匠)

続 隠元禅 師来 日の理 由

空思想 の中国的変 容 一肇論 と
中国仏教(2)

起 信論研 究ノー ト

肇論と中国仏教(3)

近世曹洞宗と覚範慧洪一 『護
法集』の記述を中心に

義功和尚の無門関(4)

東方

愛知学院大学文学
部紀要

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

東洋学論叢

東洋学研究

中国詩文論叢

禅文化

禅文化

禅文化

禅 文化

駒沢大学禅研 究所

年報

龍谷紀要

学術講演梗概 集.
F-2,建 築歴史 ・

意 匠2007

黄奨文華

輝學研究

禅文化

花園大学文学部研
究紀要

宗学研究

禅と念仏

32010

373

20611

2057

2044

2031

323

443

2612

20611

2057

2044

2031

183

29(1)9

20077

1267

852

2044

393

494

2410
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小 森 英 明

佐 藤 秀 孝

仏 典 の 中 の`笑 い'(1):『 無

門関』を中心に

明州瑞巌寺の石窓法恭につい
て一南宋初期に活躍した宏智
門下の破家子一

佐 藤 秀 孝 『断江摘藁』の翻刻

佐 藤 秀 孝

佐 野 公 治

西澗子曇の渡来とその功績
一蒙古襲来を挟んで二度の来

日を果たした中国禅僧の数奇
な生涯

『景徳傳燈録』を讃む

椎 名 宏 雄 『玄沙広録』と 『玄沙語録』

印度學佛教學研究

駒澤大学佛教學部
研究紀要

駒沢大学禅研究所
年報

駒沢大学仏教学部
論集

中国古典研究

宗学研究

椎 名 宏 雄 『万善同帰集』の文献史的考察 印度學佛教學研究

篠 原 豊 和 南陽慧忠 の語録 について(1)

鈴 木 哲 雄 元代の禅僧の動態 資料

千 田 た くま ふた りの浄覚

千 田 た くま

千 田 た くま

高 井 恭 子

高 井 恭 子

瀧 瀬 尚 純

田 中 智 誠

千 葉

陳

正

継 東

土 屋 太 祐

程

程

正

正

常 磐 義 伸

『楊伽師資記』の撰述年代

戒概念の変化から考察した初
期禅宗の頓悟思想一心地無相
戒成立前夜

初期日本黄奨における儀礼と
儀規一禅浄双修一

黄漿版 『大明三蔵聖教目録』
の成立と刊行一日本黄彙と宗
旨の関係から一

「摂心内澄」考

中日両黄奨の風水的トポロ
ジーについて

頼宝による 『宗鏡録』の受容
一頼宝撰 『釈摩詞街論勘注』考

明末の 『諸経日論集要』とそ
の周辺

公案禅の成立に関する試論
一北宋臨済宗の思想史一

傳達摩撰 『般若波羅蜜多心経
頒』の繹注研究

智読撰 『般若波羅密多心経疏』
の繹注研究(2)

浬葉経が樗伽経の主な表現主
体ではなかったか

宗学研究

愛知学院大学文学
部紀要

花園大学国際禅学
研究所論叢

印度學佛教學研究

暉學研究

東海仏教

黄奨文華

印度學佛教學研究

黄奨文華

宗学研究

印度學佛教學研究

駒沢大学禅研究所
年報

駒沢大学仏教学部
論集

駒沢大学仏教学部
研究紀要

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

55(2)3

653

183

3810

5212

494

55(2)3

494

373

23

56(1)12

852

523

1267

56(1)12

1267

494

55(2)3

183

3810

653

55
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長 倉 信 祐

長 倉 信 祐

中 島 志 郎

申 鉢 雅 量

任 圓 映

野 口 善 敬

湛然の 『金剛鉾』撰述の背景
をめぐる一試論一李華の 『鴉
執狐記』を視点として(国 際
天台学会論集)

唐代の台禅交渉史に関する一
試論:湛 然述 『金剛鉾』の題
号をめぐって

神會と宗密一思想史的方法の
試み

唐宋口語釈義拾遺(3)
一唐代禅語録を中心として一

無生戒の受戒儀について

玉林通務の禅と 「主人公」論
争一名僧の条件

野 口 善 敬 雲棲株宏の評価をめぐって

長谷部 幽 踵

野 田 大 燈

林 徳 立

藤 原 東 演

前 川 亨

山 田 無 文

山 本 輝 雄

山 本 元 隆

吉 水 岳 彦

劉

林

林

林

作 勝

明清仏教 の源 と流 を探 る
一黄奨禅 との関連 にお いて 一

随流法(特 集 私 を磨い て くれ
たこの禅語)

『百丈古清規』 は如何 なる形

式 で成 立 したか

趙州 の無(特 集 私 を磨 いて

くれた この禅 語)

「看話 のゆ くえ 一大慧 か ら顔
丙へ 」

碧巌録提 唱(10)第 二 十四則

鉄磨到偽 山

準世代 ・即 非禅 師作 『新黄漿
志略序』 を拝読 して,日 本人

僧 ・鉄文道智禅 師 の 「禅 の場

所へ の志 向」 との 関連につ い
て考 える

『律 苑事規』 に見 られる禅宗

清規 の受容

『観経』 「是 心作佛是 心是佛」
釈 をめ ぐって 一 『往生 論註』

を中心に

黄漿禅林書 の研究:一 隠元 を
中心 に

観 潮 隠元隆埼の天童法難について

観 潮

徳 立

潮音 を聞 く一黄奨 ゆか りの地
その二 漸江普 陀山 一

『百 丈古清規』 は如何 な る形

式で成立 したか

天台学報

印度學佛教學研究

揮學研究

名古屋外国語大学
外国語学部紀要

輝學研究

東洋古典學研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

黄奨文華

禅と念仏

正眼短期大学研究
紀要

禅と念仏

専修大学人文科学
年報

禅文化

黄漿文華

宗学研究

仏教文化学会紀要

九州産業大学芸術
学部研究報告

花園大学国際禅学
研究所論叢

黄葉文華

正眼短期大学研究
紀要

4910

56(1)12

852

322

852

2410

23

1267

2410

43

2410

37

20611

1267

494

152

38

23

1267

43
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〔韓 国〕

韓 普光(泰植)

弘
]訳

利
[美

藤
京

近
任

柱銀徐

朝鮮 ・智岩暉師の念佛縄につ
いて

大本山南禅寺蔵 〈高麗版〉一
切経[エ ユレ]

『宗門圓相集』の円相の分類

印度學佛教學研究

花園大学国際禅学
研究所論叢

宗学研究

56(1)12

23

494

〔日 本〕

AppUrs

GARRIIgor

PatriciaFister

SvetlanaMikhailova

浅 井 健 一

朝 倉

朝 倉

和

和

安 藤 嘉 則

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

池 上 光 洋

池 上 光 洋

石 島 尚 雄

柳 田聖 山先生 の遺言(特 集
追悼 柳 田聖 山先生)

道元著 『傘松道詠』 による和歌
の仏教義 をめ ぐって:若 干の短

歌に関する考察 とその英訳

MerofUKannonandHer
VenarationinZenand

ImperialCirclesin
Seventeenth-ChturyJapan

日本 の高僧伝 と中国 の高僧 伝
の比較 一道元禅 師 につ いての

「三大尊行状記 」 を巡 って

黄漿 山万福寺松 隠堂 の変 遷 と
建造物 の歴史 一松 隠堂修理 の

現場 か ら(二)一

瀬戸内海と五山文学

義堂周信 『空華日用工夫略集』
の主題に関する覚書

南源恭薫の臨済録抄と天徳寺
資料について

禅籍抄物研究(5)叡 山文庫
所蔵史料について(下)

『江湖風月集抄』研究ノート
(1)一 龍門文庫 ・足利学校遺
跡図書館所蔵本を中心に一

『江湖風月集抄』について
一龍門文庫所蔵本中心として

道元禅師の引用禅籍の基礎的
研究一大谷大学蔵本 『圓悟禅
師語録』を用いた出典の再調
査

「弁道」考(3)宗 門のロ伝成
立に関する一考察

「諸法実相」に関する一考察
一特に道元禅師師資と天台教

学をめぐって

禅文化

印度學佛教學研究

JapaneseJournaI
ofReligious
Studies

宗学研究

黄漿文華

広島商船高等専門
学校紀要

古代中世国文学

駒沢女子大学研究
紀要

駒沢大学仏教学部
論集

駒沢大学禅研究所
年報

宗学研究

宗学研究

宗学研究紀要

宗学研究

2031

5612

34(2)秋

494

1267

293

233

1412

3810

183

494

494

203

494



石 島 尚 雄

石 井 清 純

石 渡 吉 彦

泉 田 宗 健

磯 田 煕 文

市 川 忠 夫

伊 藤 秀 憲

伊 藤 良 久

伊 藤 良 久

伊 藤 良 久

岩 永 正 晴

内 山 純 子

海 村 惟 一

江 口 正 尊

江戸黄漿研究会

海老澤 早 苗

海老澤 早 苗

王

太 田

太 田

芳

亨

亨

禅学関係雑誌論文 目録(2007年)29

道元禅 師 と日常性 について の
一考察 一特 に 「家常」 の巻 を

手がか りと して 一

道元禅師 にお け る般若 と風鈴

(仏教 と智慧)

摂津富田の廃寺 ・水月長福禅
寺 について

沢庵禅師 の茶 の湯 の素 地一 考

『大悲心陀羅尼』 につ いて

良寛の人間像 とその調和 の世界
一儒学 と道元禅 を原点 として 一

道元禅 師 と智 慧(仏 教 と智慧)

欝
　　　　　　　　雛
　

宗学研究紀要

日本仏教学会年報

黄漿文華

禅文化

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

学校法人昌賢学園
論集

日本仏教学会年報

宗教研究

宗学研究

宗学研究紀要

宗学研究

山家学会紀要

福岡国際大学紀要

史　と美術

黄葉文華

宗学研究

日本仏教綜合研究

印度學佛教學研究

中国古典文学研究

広島商船高等専門
学校紀要

203

735

1267

2031

55

63

735

80(4)3

494

203

494

97

187

77(2)2

1267

494

55

55(2)3

512

293
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大 谷 哲 夫

大 塚 紀 弘

大 槻 幹 朗

大 園 隆二郎

尾 崎 正 善

落 合 俊 典

小野澤 隆

會 谷 佳 光

加 藤 みち子

加 藤 みち子

角 田 泰 隆

角 田 泰 隆

門 脇 むつみ

金 子 奈 央

神 谷 隆

川 合 圭 介

河 内 将 芳

川 勝 賢 亮

川 口 高 風

河 村 康 仁

河 村 康 仁

概 要 「十六羅漢 」 とその様相

について

栄西 と俊 彷 一禅律仏 教の祖師
として 一

『黄奨和尚扶桑語録』二十巻本

湛 然梁重和 尚の生涯 について

(上)

翻刻 ・龍谷大学蔵 『南禅諸回向』

平 安時代 の禅 籍:真 福寺蔵延

久五年 写 『厭 世論』

『夜 船閑話』(白 隠禅 師著,宝

暦 七年京都松 月堂版)の 解題

及 び 一序 一の英訳

江戸 時代 の和 刻本仏 典の出版
と黄奨版 大蔵経:成 田山仏教

図書館蔵 『阿毘達磨倶舎論』
を手が か りに

鈴木正 三:機 の修行論

鈴木正 三の二王禅 をみる新視
点 一機 の修 行論

『正法眼蔵』 「現成公案」巻 冒
頭 の一節 の解 釈

『正法眼蔵』 の成立 について
一四種古 写本 の考察

狩野安信筆 『鐵 牛道機像1(仙

台市大年寺蔵)一 像主 につい
ての疑 問,安 信 と黄漿宗 のか

か わ り

葬送 にお ける遺品処理:禅 宗
清規 におけ る唱衣法 につ いて

『山水経』 の解釈 一そ の2一

真宗 と禅

大永八年 の稲荷 ・東福寺喧嘩
につい て 一 『植 通公記』 を中

心 に一

道元禅 師 と円頓 戒(平 成十九
年度 天台宗教學大會記念號)

明治期以 降曹 洞宗人物誌(一)

『永平初祖学 道用 心集』 に観
る菩提心 の考 察(1)「 可発菩

提心事」 を中心 にして

「正法眼蔵』 に観 る菩提心 の
一考察(2)「 正法眼蔵第四 身

心学道』巻 を中心に して

苫小牧駒澤大学紀
要

寺社と民衆

黄漿文華

葉隠研究

鶴見大学佛教文化
研究所紀要

印度學佛教學研究

浜松大学研究論集

日本漢文学研究

人文

暉學研究

印度學佛教學研究

駒沢短期大学研究
紀要

城西国際大学日本
研究センター紀要

宗教研究

宗学研究

宗学院紀要

朱

天台学報

愛知学院大学教養
部紀要

曹洞宗研究員研究
紀要

宗学研究

1810

33

1267

613

124

55(2)3

20(2)12

23

6

852

56(1)12

353

2

80(4)3

494

9

503

50

544

373

494



川 本 慎 自

神 戸 信 寅

衣 川 賢 次

清 藤 久 嗣

清 藤 久 嗣

清 藤 久 嗣

近世洞門研究班

熊 谷 忠 興

熊 本 英 人

熊 本 英 人

小早川 浩 大

駒ヶ嶺 法 子

近 藤 章 正

榊 原 直 樹

坂 ロ 太 邸
澤 兀芳

佐々木 隆

重 田 み ち

下 條

新 保

正

哲

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

禅学関係雑誌論文目録(2007年)31

中世後期関東における儒学学
習と禅宗

『正法眼蔵』「身心学道」の一
考察
往事追憶(特 集 追悼 柳田
聖山先生)

『正法眼蔵坐禅箴』の考察(1)

道元禅師の坐禅観(2)『 龍門
仏眼遠禅師坐禅銘』について

道元禅師の坐禅観(3)『 上封
仏心才禅師坐禅儀』について

『日本洞上聯燈録』の研究(4)一巻
第七所収諸伝訓注(その三)一

建綱と建衡の関係一寂円派の
法系に就いて

近代曹洞宗と宗教教育

近代曹洞宗における仏教婦人

「対大己五夏闊梨法」の基礎i
的研究一 『教誠律儀』の諸本
との関連から

『洞門亀鑑』と 『西来家訓』

曹洞宗真 巌派 の研 究

普照 國師廣録巻 第十(第 八
～九 丁)嗣 法 門人如一編

花 園天皇関係 史料 ・研究文献
目録稿

生死 の巻 きは何 を語 っている
のか 一冒頭 の二偶 の対句 的表

現 を読み解 く一

世阿弥能楽論 『風 曲集』 に見

え る一禅語 の解釈 とその思想
史的背景 一一 に多種有 り,二

に両般無 し

螢山清規にみ る首楊厳経の観世

音菩薩 の耳根 円通再考 一伝 光
録,鷹 峰卍 山和 尚広録,学 道用
心集聞解の事例を中心 として

道元 の経 歴 について

『眼蔵』 をよむ(第1部)「 佛

性」巻(第54回)坐 禅 の 「あ
りさ ま」が仏性 であ る

『眼蔵』をよむ(第1部)「 佛性」

巻(第52回)虚 空と満月

輝學研究

禅研究所紀要

禅文化

曹洞宗研究員研究
紀要

宗学研究

駒沢大学仏教学部
論集

駒沢大学禅研究所
年報

宗学研究

印度學佛教學研究

宗教研究

宗学研究紀要

宗学研究

曹洞宗研究員研究
紀要

黄奨文華

花園大学国際禅学
研究所論叢

宗学研究

立命館文學

宗学研究

日本精神文化

本

本

852

353

2031

373

494

3810

183

494

56(1)12

80(4)3

203

494

373

1267

23

494

6018

494

177

32(11)11

32(9)9
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菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 野 覚 明

菅 原 昭 英

杉 尾 玄 有

『眼蔵』 を よむ(第1部)「 佛
性」巻(第50回)表 現 が仏
で ある

『眼蔵』 を よむ(第1部)「 佛
性」巻(第48回)説 法 は 「そ
の形」 を持 たない

『眼蔵』 を よむ(第1部)「 佛
性」巻(第46回)言 葉 でな
い説法

『眼蔵』をよむ 第一 部 一 「佛
性」巻(第44回)無 常 を一

網打尽せ よ

道元禅師 の夢語 り:『永平広

録』 よ り

深謀遠慮 の 『根本眼蔵 』 と良

寛の択法眼 一正伝 の仏 法 と居
簡 書風 の採用

鈴 木 重 喜 佐藤家遠忌納下牒

鈴 木 省 訓

鈴 木 智 大

諏 訪 安 弘

瀬戸谷 晧

高 井 恭 子

高 井 恭 子

高 橋 佳代子

滝 澤 安 隆

田 島 銃 堂

舘

舘

舘

舘

隆 志

隆 志

隆 志

隆 志

訓注 『古月禅師四會録』(12)

南北朝期の五山叢林における
僧堂生活の実態

『正法眼蔵』「行持」巻の解析
一道元の仮名法語の特色

豊岡京極氏と大雲山興国禅寺

初期日本黄漿における儀礼と
儀親 一禅浄双修

黄奨版 『大明三蔵聖経目録の』
成立と刊行一日本黄奨と宗旨
の関係から

日本禅宗寺院における土地神
について一各宗を比較して

『中華若木詩抄』の配列意識
一教育者としての視点から

正法眼蔵のサ変動詞:そ の用
例(十 八)(漢 字五字 ・六字)

京都万寿寺 ・三聖寺と玄海大
姉一鎌倉期に活躍した禅宗尼
僧の活動
三井寺の公胤について(下)
一法然 ・栄西 ・道元 ・公暁と

関わった天台僧一

寒巌義サと博多聖福寺一蘭渓
道隆門下との交流を踏まえて

曹洞宗最古の尼寺報恩寺と寒
巌義サー兀庵普寧と蘭渓道隆
に参じた成道大師について

本

本

本

本

駒沢女子大学研究
紀要

宗学研究

正眼短期大学研究
紀要

鎌倉

日本建築学会計画
系論文集

東洋大学大学院紀要

黄樂文華

東海仏教

黄奨文華

宗学研究

東洋大学大学院紀要

禅研究所紀要

駒沢大学大学院仏
教学研究会年報

駒沢大学禅研究所
年報

曹洞宗研究員研究
紀要

駒沢史学

32(7)7

32(5)5

32(3)3

32(1)1

1412

494

43

10412

6111

443

1267

523

1267

494

443

353

405

183

373

683



田 中 康 二

千 葉 正

中世禅籍研究班
禅籍抄物研究会

中世古 祥 道

中 本 大

西 岡 秀 爾

西 岡 秀 爾

西 尾 賢 隆

西 尾 賢 隆

西 尾 賢 隆

錦 織 亮 介

西 山 美 香

新 田

根 木

章

優

原 田 香 織

原 田 正 敏

平 子 泰 弘

平 子 泰 弘

平 子 泰 弘

広 瀬 良 文

府 川 直 人
和 田 浩 一
福 島 駿 介

福 島 洋 子

禅学関係雑誌論文目録(2007年)33

雪岡禅師と江戸派

頼宝撰 『身心本元紗』におけ
る心業解釈

『霊竺浄慈自得禅師録抄』の
研究(3)

道元禅師の外舅良顕法眼につ
いて一里僧綱(俗 人)か

聯句の寄合から見えるもの
一本邦禅林の漢故事享受の一

側面(和漢聯句の世界)一(日
本の聯句連歌)

道元の輪廻観一 『正法眼蔵』
「道心」巻を中心に

摂津中嶋三宝寺とその周辺

研究余録 山内一豊夫人と南
化玄興

蘭漢道隆の四六文

建長寺の鐘銘

黄漿即非禅師の仏画論一逸然
筆列祖図の批判

鹿王院蔵 『仏舎利伝記』翻刻
と紹介

大愚良寛と 『妙法蓮華経』

『佛乗禅師東帰集』の基礎的
研究:伝 自筆本と版本の比較
を手がかりに

謡曲と禅的世界一 『放下僧』
における禅問答

中世仏教再編期としての一四世
紀(特 集14世 紀史の可能性)

『喪記集』に見る臨終の様子
と記載方法

現代寺院における葬儀の推移
とその性格

宗教者の老後問題:仏 教界の
現状と動向
近世前期禅僧と秘書授受一三
州八名郡中宇利村慈廣寺高山
伝虎の事例を中心に

円覚寺の復元に関する研究:そ
の7日 本本土の禅宗寺院と円覚
寺龍淵殿の寸法比較(日本:技
術 ・大工,建築歴史・意匠)
日中禅僧の交流一中国僧楚石
梵碕と日本僧

鈴屋学会報

印度學佛教學研究

駒沢大学禅研究所
年報

宗学研究

アジア遊学

暉學研究

印度學佛教學研究

日本歴史

文芸論叢

輝學研究

黄彙文華

花園大学国際禅学
研究所論叢

法華文化研究

日本漢文学研究

東洋学研究

日本史研究

宗学研究

宗学研究紀要

宗教研究

駒沢史学

学術 講演梗 概集
F-2,建 築歴 史 ・

意匠

鎌倉

2412

55(2)3

183

494

951

852

55(2)3

7129

683

852

1267

23

333

23

443

5408

494

203

80(4)3

683

20078

10412
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藤 井 義 博

藤 井 義 博

藤 田 琢 司

藤 田 琢 司

道 元禅 師の学道の構造:AH
マズ ローの成長的視点 に よる

正 法眼蔵随聞記 の分析 の試み

道元の受食法 と作食法:栄 養療

法の知的枠組 についての研究4

『元 亨釈書』訳注(8)延 暦寺

最 澄伝(4)

日本 達磨伝説 一達磨 の墓

藤女子大学QOL
研究所紀要

藤女子大学紀 要.

第II部

禅文化

禅文化

2(1)3

443

2031

2044

藤 田 琢 司

藤 田 琢 司

藤 巻 尚 子

藤 元 裕 二

藤 元 裕 二

古 山 健

堀 川 貴 司

本 田 寛 尚

松 下 み ど り

松 田 陽 志

松 田 陽 志

松 波 直 弘

丸 山 劫 外

丸 山 劫 外

三 浦 浩 樹

日本達磨伝説一出羽の達磨伝説

日本達磨伝説一奥州松島の達
磨伝説

中世禅林における中国文化の
受容一 『碧山日録』内 「匡盧
十八賢図」鑑賞記事を中心に

初期黄奨文化の一側面一逸然
性融筆 「仏浬葉図」の位相

臨済宗周辺の絵仏師に関する
伝承の再検討一詫磨栄賀と
『本朝画史』一

「正法眼蔵四禅比丘」に引か
れる外道論力の話について

新選分類集諸家詩(抄 出本)
解題と翻刻

曹洞宗寺院に伝わる黄葉系の
宝物事情

中世後期禅宗における女人成
仏思想

月舟宗胡の五位説について
一 「参同契」「宝鏡三昧」註

釈の変容をめぐって
天桂伝尊撰 『報恩篇』の研究
(二)一 巻中 「宝鏡三昧金鏡」
について

〈道元門下〉の立脚地:『正法
眼蔵聞書抄』における 「宗門」
の構造

竹居正猷禅師の行状一生卒年
の再考

器之為瑠禅師語録の研究(3)
永平寺拝登は何年か

建長寺近世史料(12)

禅文化

禅文化

国文学研究

黄葉文華

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

宗学研究紀要

花園大学国際禅学
研究所論叢

黄奨文華

日本仏教綜合研究

宗学研究

駒沢大学仏教学部
論集

哲学会誌

宗学研究紀要

宗学研究

鎌倉

三 浦 雅 彦 鈴木正三門派と石平山恩真寺 日本宗教文化史研究

南 浦 邦 仁 若沖逸話 黄漿文華

2057

20611

1513

1267

55

203

23

1267

55

494

3810

315

203

494

!0412

11(2)11

1267



宮 地 清 彦

宮 地 清 彦

宮 地 清 彦

三 女子 日召一 自区

村 瀬 正 光

村 本 詔 司

矢 島 道 彦

安 永 祖 堂

矢 野 立 子

山 口 保 樹

山 下 龍 二

山 田 徹

山 田 宗 敏

山 本 輝 雄

横 山 住 雄

横 山 住 雄

横 山 住 雄

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘

芳 澤 勝 弘
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『伝 光録』 の 「心」 と大乗経

典 の 「心 」「識」につい て 一 『大乗起
信論』水波 の喩え を端緒

として

螢山禅 師と日本中世社会の関連

について(螢 山禅師の人間観
～ 『伝光録』の思想的背景～)

『伝 光録』にお ける「夢 」と「死」
の関連 につ いて

徳 島藩初期藩 政改 革の動向 と

大 安寺住持 の役割(そ の二)

黄葉山の一流相承刹化について

夢 窓疎石(1275-1351)生 きな
がらに して此の世で己を葬る術

仏 教 にお ける業 ・因果論の変

遷(螢 山禅 師の人間観 ～ 『伝

光 鋤 の思想 的背景～)

不 干斎 巴鼻庵 『妙 貞問答』 に
於 け る 「庭前 栢樹 子」

中世禅僧 と勅号:禅 師号 と国

師号 をめ ぐって

資料紹介 「栗棘山円珠寺開山桂
巌大和尚事蹟」の紹介

いま漢文に学ぶ(76)大 愚良寛

天竜寺領の形成

悠々瓢々一暮雲軒近藤文光絶
海老大和尚

(江戸止住)至 道無難禅師の
「場所の捉え方」について(建
築歴史 ・意匠)

快川国師の生涯(14)恵 林寺
の兜卒橋完成

快川国師の生涯(15・最終回)

寛永版 「心宗禅師録」につい
て一特に版本 「虎穴録」に見
えない法語 ・偶頒の紹介

白隠の蟹払子図一狂言 『蟹山
伏』のこと

白隠の巡礼落書図一白隠禅画
の創意

阿弥陀窟参拝記一南伊豆手
石 ・白隠の 『宝鏡窟之記』の
霊場

宗学研究

鶴見大学佛教文化
研究所紀要

宗教研究

黄彙文華

正眼短期大学研究
紀要

輝學研究

鶴見大学佛教文化
研究所紀要

暉學研究

史艸

葉隠研究

月刊 カレン ト

ヒ ス トリ ア

禅文化

研究報告集∬,建 築
計画 ・都市計画 ・農

村計画 ・建築経済 ・

建築歴史 ・意匠

禅文化

禅文化

花園大学国際禅学
研究所論叢

禅文化

禅文化

禅文化

494

124

80(4)3

1267

43

852

124

852

4811

613

44(12)12

20711

2057

772

2031

2044

23

2031

2044

2057



36『 暉 學研究』 第90號,2012年3月

芳 澤 勝 弘

芳 澤 元

吉 田 公 平

吉 田 道 興

吉 田 道 興

吉 田 道 興

吉 田 道 興

頼 住 光 子

李

林

秀 真

徳 立

白隠の漢文語録 『荊叢毒蘂』
刊行の経緯梁田蜆厳 ・池大雅
との関わりについて

室町期禅林における飲酒とそ
の背景

盤珪禅師の不生禅が投げかけ
た問い

道元禅師伝の霊瑞逸話考一羅
漢信仰の進展と「十六羅漢図」
の流布

道元禅師伝の霊瑞逸話考(続)
「高祖弾虎図」の成立と展開

『伝光録』の業 ・因果論(螢
山禅師の人間観～ 『伝光録』
の思想的背景～)

道元禅師伝記史料集成(四)

道元の仏性論一 「法性」思想
の展開の観点から

蘭渓道隆と円爾の 『坐禅論』
について

近世叢林規範の研究(平 成18
年度文学研究科修士論文要旨)

花園大学国際禅学
研究所論叢

竜谷史壇

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

東海仏教

宗学研究

鶴見大学佛教文化
研究所紀要

愛知学院大学教養
部紀要

日本仏教綜合研究

駒沢史学

愛知学院大学文学
部紀要

23

1279

55

523

494

124

544

55

683

373

〔その他〕

HaijirnaAgrlese

PawleReggie・

村 川 治 彦[訳]

青 山 俊 董

朝 倉 一 善

朝 倉 一 善

安 藤 治

安 藤 嘉 則

雪舟筆 「四季 山水 図巻」に見
られ る宗教 的世界 一 「煙 寺晩

鐘」の場 面 を中心 に

トランスパ ー ソナル心理学 と
禅 ・仏教(特 集 禅 と現代心

理学の新 潮流(2))

生 きる 目的(「 語録 を見て,
なにの用 ぞ…」 など)(特 集
=道 元 の言葉 『正法眼蔵随聞

記』)一(人 生 の大事)

心 と身体 に効 く寺社(25)円

通寺 の坐禅 と二胡の会

心 と身体 に効 く寺社(そ の

18)青 苔禅寺(山 梨県上野原

市)の 電子水

社会 とつなが るZENへ の期
待(特 集 禅 と現代心理学 の

新潮流(2))

無常 を思 う(「世 間の無常 を
思ふべ き…」 な ど)(特 集=

道元 の言葉 『正 法眼蔵随聞
記』)一(人 生 の大事)

デザ イン理論

トランスパー ソナ
ル心理学/精 神 医

学

大法輪

大法輪

大法輪

トランスパーソナル

心理学/精 神医学

大法輪

51

7(1)5

74(10)10

74(11)11

74(3)3

7(1)5

74(10)10
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安 藤 嘉 則

伊 賀 奎 子
河 野 太 通

石 井 修 道

石 井 修 道

石

石

石

寒 太

寒 太

平

泉 田 宗 健

泉 田 宗 健

泉 田 宗 健

板 倉 功

井 上 米輝子

井 本 淳 作

上 田 閑 照

大 村 哲 夫

沖 本 克 己

小 倉 玄 照

彰
正
ー他

宗
[豊

田
江

木

恩
堀
春

形 山 睡 峰

形 山 睡 峰

角 田 泰 隆

曹洞宗で読 まれるお経 一修証義
(特集 よく聞 く《お経》入門)

あな ぐま寺庭記(最 終回)河 野

太通老師の大衆禅道場の開単

久饗 聖山(特 集 追悼 柳 田
聖 山先生)

講演会 「正法眼蔵行持 」 と時

間について

俳句 と仏教 的生 き方 一禅僧 ・
松野 自得 の一生

俳句 と仏教的生き方 一禅僧の俳

句 ・中川宋淵の秀句 を味わ う

東 方人記 一中国人 が見た 日中
傑 物諌(第5回)中 国禅 と武
士 道 北条時宗 と無学祖元

犀 の角の ごと く一 人歩め 一澤
庵 紫衣 を遺 して 一

犀の角のごと く一人歩め一澤庵

大徳寺成立 一大燈国師の禅(2)

犀の角のごと く一人歩め一澤庵
雲門之関一大燈国師の禅(1)

「良寛」の下越での足 どり ・新

潟県北蒲原郡濁川村(現 新潟

市),新潟県豊栄市横井(新 潟県)

まつがおか 日記 一秋

私の四季(日 本文化と禅)

白雲悠悠 追悼(特 集 追悼
柳田聖山先生)

禅僧修行の構造と意味

弟子一人ももたずさふらふ
(特集 追悼 柳田聖山先生)

暮らしの『正法眼蔵』(1)～(7)

討論(特 集 禅 と現代心理 学
の新潮流(2))

霞 ヶ浦和 尚の風 言葉(16)～

(24)

白隠の死の考 え(特 集 死 に
ついての教 え)一(仏 教 の死

生 感)

道 元が説 く生死(特 集 死 に
ついての教 え)一(仏 教 の死

生 感)

加 藤 僖 一 良寛遺墨解説(73)～(76)

大法輪

禅文化

禅文化

禅研究所紀要

大法輪

大法輪

正論

淡交

淡交

淡交

良寛だ よ り

禅文化

禅

禅文化

宗教研究

禅文化

大乗禅

トランスパーソナル

心理学/精 神医学

大法輪

大法輪

大法輪

良寛 だ より

74(7)7

2031

2031

36

7410

744

42710

6110

619

618

1164

20611

25

2031

80(4)3

2031

981～21,2・3

7(1)5

74(1)～(12)1～12

74(6)6

74(6)6

1,4,7,

115～11810,11・

12
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金 澤

金 澤

金 澤

弘 頂相 一禅 宗の絵 画(そ の1)

弘

弘

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

樺 島 勝 徳

川 口 高 風

川 口 舞 亭

菊 池 亮 道

北 西

北 西

弘

弘

教学研究委員会

教学研究委員会

畦 昌 彦

小 林 圓 照

小 林 圓 照

小 林 圓 照

駒 沢 環 道

佐 伯 裕 子

佐 伯 裕 子

佐 伯 裕 子

釈人物画 一禅宗の絵画(そ の2)

白衣観音 と花卉 ・花鳥画 一禅
宗の絵 画(そ の3)

巣立ち支援(特 集 追悼 柳
田聖山先 生)

和 尚 さんの身体講 座(15)自
縄 自縛 で歩 けない 一腰 の脊椎

機 能を上 げ る

和 尚 さんの身体講 座(16)自
信不足 は筋 力不足?

和 尚 さんの身体講座(17)人

類 の踊 り

絡子(掛 絡)と 守持衣について

良寛和 尚遺愛 の茶碗 につ いて

仏 道を学 ぶ心構 え(「 学道 の

人は,先 づすべ か ら く貧 なる
べ し…」 な ど)(特 集=道 元

の言葉 『正 法眼蔵 随聞記』)
一(仏 教者 の在 り方)

柳 田聖 山先 生 を想 う(特 集
追悼 柳 田聖 山先生)

回想 一鈴木 大拙先生(そ の4)
～(そ の6)

「却温神呪」 を読諦する効果
一 『仏説却温黄神呪経』訳注 一

禅 と浄土 の接 点 一 『抜 一切業

障根本得生 浄土神 呪』 訳注 一

教化活動 にいかす カ ウンセ リ
ング

善財童子 の求道 ものがた り

(番外)菩 薩道五十 三次

善財童子 の求道 ものがた り

(7)ド ラヴ ィダ人 のメー ガ法

師 一菩薩道五 十三次 保土 ヶ
谷 の宿駅

善財童子 の求道 ものがた り

(8)真 珠商 主の ムク タカ長者

羅漢 さまの寺 一小 田原市 ・玉
宝禅寺

生 れ しこ とに黙す 一齋藤史 の
介護 の歌

をみなへ しをとこへ し唯 うらぶ

れて一山川登美子の花の うた

われにふ るる な 一築 地正子 の

鳥 の歌

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

宗学研究

良寛だ よ り

大法輪

禅文化

禅文化

臨済宗妙心寺派教
学研究紀要
臨済宗妙心寺派教
学研究紀要

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

大法輪

禅文化

禅文化

禅文化

2044

2057

20611

2031

2044

2057

20611

494

11810

74(10)10

2031

204～2064』7,11

55

55

2044

2044

2057

20611

74(8)8

2031

2044

2057
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佐 伯 裕 子

酒 井 憲 一

酒 井 大 岳

笹 尾 哲 雄

佐 藤 俊 晃

佐 藤 秀 孝

島 尾

島 尾

瓢
繕

は
光

て
月

ひ
の

臭
香

が
貞

夫
岡

が
森

わ

一

イテニメア寛良の私

嬢雛
雛
鱗
認

治
針
祭

明
方
葬

る
教
『

け
布
編

お
的
行

に
土
信

一

前
浄
岡
義

以
の
吉
意

立
団

一
の

相頂浄如童天と

新 山水圖

新

清 水 早 苗

秋 央 文

城光寺 文 章

城光寺 文 章
櫻 井 敏 雄

白 田 劫 石

白 田 劫 石

白 田 劫 石

菅 原 研 州

須 沢 か お り

NeudeckerRei皿hard

鈴 木 智 大

鈴 木

鈴 木

佐

亘

雪村筆 壽老 圖

剣 道 と禅 の出会 い(日 本文化
と禅)

授戒会 におけ る教化学 的考察(
2)『 仏祖 正伝 菩薩戒作 法』

を通 しての考察

近世 における禅宗様 三手先組

物 の形態 について

厨 子にみ られ る禅宗 様三手先
組 物の形 態 とそ の変遷 につ い
て:中 世 か ら近世初 頭 の遺構

を中心 として

提 唱 一梶 安国語鋤 講話(5)
頒 古 第二則 迦 葉茶毘

提 唱 一梶安国語紗 講話(4)

頒 古 第一則 浄 居叉手

提唱 一梶安国語紗講話 緒言(3)

坐禅の シス テム論 的考 察(2)

身現 円月相 につ いて

「死と生 をもたらす方」 一ラビ ・
ユダヤ教 スフイーズム,禅 仏

教における対極にあるもの

金 山寺大徹堂 の変容(東 洋建

築史:中 国(1)・ モ ンゴル,

建築歴史 ・意 匠)

旧建長寺 末寺 考(4)一 福 島

県会津地方 ・興徳寺 開山鏡堂

覚 円とその弟 子 たち

室 町時代 にお ける相 国寺雲頂
院の松泉軒 につい て

禅文化

良寛だ よ り

大法輪

禅文化

教化研修

宗学研究

国華

国華

禅

宗学研究紀要

日本建築学会東北
支部研究報告集

日本建築学会計画
系論文集

禅

禅

禅

宗学研究

ノー トル ダム清心

女子大学 紀要,文
化学編

学術講演 梗概集
F-2,建 築歴 史 ・

意 匠

鎌倉

建築史学

20611

117～1187,10

74(10)10

2057

514

494

112(6)1

112(11)6

23

203

62111

6166

25

24

23

494

31(1)

20078

1036

499
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須 田 道 輝

駿 河 俊 博

関 ロ 欣 也

関 口 道 潤

曹洞宗総合研究
センター宗学研
究部門

曹洞宗総合研究
センター宗学研
究部門

外 谷 俊 男

高 島 英 幸

滝 田 栄

我見 ・我執 を捨 てる(「 学道
はすべか ら く吾我 をは なるべ
し…」な ど)(特 集=道 元 の

言葉 『正法眼蔵 随聞記』)一(仏

教 者の在 り方)

禅 と除夜 の鐘

特 集 ・鎌倉 学 ・円覚 寺方丈 ・

庫 裏 ・書 院

慈 悲(「 道者 の行 は善行悪行

皆 お もは くあ り…」な ど)(特
集=道 元 の言 葉 『正法 眼蔵随

聞記』)一(自 己 と他 者)

共 同研 究 『永 平元禅 師清規』
「対 大己五夏 闊梨法」 の出典

研 究

曹洞 宗関係 文献 目録(14)平

成16年4月 ～平成17年3月

ふるさと歴史散歩(10)福 聚
山外翁院傳教寺(曹 洞宗)建
立一第18世 禅海元信和尚の
仏画絵

円覚寺舎利殿の立体骨組モデ
ル化とその構造挙動の分析
(立体骨組の応用ほか,構造1)

蓬遁一禅と茶の世界

大法輪

耐火物

鎌倉

大法輪

宗学研究紀要

宗学研究紀要

高井

学術講演梗概集

禅文化

74(10)10

59(12)12

1036

74(10)10

203

203

16111

20073

20611

武 田 恒 夫 禅院方丈画と四季表現 美術 フォー ラム 2115

勝元貫竹

田
宏

村

道
.
田

也
福

達

・

島
志

田
隆

立 松 和 平

立 松 和 平

田 中 淳 夫

田 中 仙 翁

田 中 仙 翁

田 中 宏 志

歴史への窓但馬の国人と禅寺

江戸時代後期 禅僧と画家た
ち(相 国寺と美術)

鎌倉坐禅の旅一ただひたすら
の坐禅(心 の時代を生きる
一日本人と宗教)

良寛(1)～(12)

辺境から 「今」を見る(下)
地域再生に挑む禅僧の大構想
補助金は返上

点茶求道 澤庵禅師の書状(15)

点茶求道 澤庵禅師の東海紀
行(1)～(11)

禅宗寺院文書の基礎的研究
一十六 ・十七世紀の 「出世」
朋 浦玄 由 当Lゐ 由 、1'、1.e_

花園史学

美術 フォー ラム

文 藝 春 秋speciaI

大法輪

農林経済

茶道の研究

茶道の研究

駒沢大学禅研究所
年報

2811

2115

1(1)7

74(1)～(12)1～12

98452

52(1)1

52(2)～(12)2～12

183



谷 端 昭 夫

塚 崎 直 樹

辻 田 登美子

土 屋 誠 之

戸 田 博
生 方 貴 重

冨 田 信 隆

冨 澤 信 明

冨 澤 信 明

冨 澤 信 明

冨 澤 信 明

虎 井 吉 雄

内 藤 喜八郎

中 尾 良 信

中 尾 良 信

中 野 東 禅

中 野 東 禅

西 村 恵 信

西 村 恵 信

禅学関係雑誌論文目録(2007年)41

日本史のなかの茶道(3)鎌
倉幕府と禅宗の隆興(鎌 倉時
代前期)

公案からみた禅と心理療法

独立禅師(黄 奨山万福寺)と
中国医学

良寛禅師を世に送り出した木島
平の人一川口蔵雲のこと

淡交

トランスパーソナル

心理学/精 神医学

黄奨文華

高井

伝世の美 数奇の心(13)～(22)茶 道雑 誌

現代 人の宗教観 を理解す るた
めに 一禅 僧Sの 活動 とその周

辺 か ら

以南 入水 の と き良寛 は何処 に

居 たのか 『美遠都 久志』か ら
分 か ること

良寛の母 の五十 回忌法要

おのぶ と新次郎 はいつ離縁 し
たか ・良寛の 父は以南 に他 な

らない

良寛の曽祖父橘左 門良胤 は加
茂 の中澤平治郎 であ る

大乗寺と永光寺の地位について
一大乗寺 開山徹通義介禅師七百

回御遠忌 を迎 えるにあた り

播磨 ・吉備寺 の古寺 を巡 る(5)

大 愚良寛

禅 とは何 か(特 集=団 塊世代
のための仏教 入 門)一(第2

部 仏教へ の誘い)

僧堂の しきた り ・作法 一坐禅の
や り方/禅 堂内 の席順/ト イ
レ ・洗面の作法 な ど(特 集=

知 っておきたい仏教 とお寺の し

きたり)一(生 活 に生か したい
お寺の しきた り ・作法)

心 を整 える(「 人 の心,元 よ

り善悪 な し…」 な ど)(特 集
=道 元 の言葉 『正法 眼蔵随聞

記』)一(人 生 の大事)

出会い の道 と しての 『学道用
'1二、集』(1)～(6)

実存哲学 と仏教(特 集=団 塊世
代のための仏教入 門)一(第1

部 宗教 を見直 してみないか)

一休和 尚の風 景

駒沢大学大学院仏
教学研究会年報

良寛だ よ り

良寛だより

良寛だより

良寛だより

石川郷土史学会 誌々

在家仏教

大法輪

大法輪

大法輪

大乗禅

大法輪

在家仏教

61(3)3

7(1)5

1267

1595

71(2)～(12)2～12

405

1151

1164

1177

11810

4012

6638

74(4)4

74(11)11

74(10)10

1～11・981～99012

74(4)4

6561
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西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 村 恵 信

西 山 美 香

西 山 美 香

祢 津 宗 伸

能 勢 隆 之

野 田 大 燈

野 村 昭 子

野 村 俊

萩 原 由希子

長谷川 義 明

長谷川 義 明

花 岡 永 子

晴 山 俊 英

橋 本 憲

林 裕 子

同仁結稿 心の と もしび(1)

茶事,禅 定 の一端 な り

さ らに似 ぬこそ哀 れな る 一三

余居 窓話(52)

朗 らなる死 一三余居 窓話(53)

アメ リカで気づ いた こ と一三

余居窓話(54)

ブ ラフ ト神 父 との四十年 一三

余居窓話(55)

足 利義満の 〈宝蔵 〉 と しての

宝瞳寺鹿王院 一宝珠 と仏牙 舎
利 をめ ぐって(特 集 足利 義

満の時代 一六百 年忌記念)

九相詩絵巻の 〈物 語〉 一古い

作 例 を中心 として

室町幕府開創期 の禅 律寺 院領

安堵 と越訴審理 過程 一 『三浦

和 田文書』貞和 二年七 月一九
日足利直義下知状 案 の再 検討

礼儀 ・慎 み(「人は必ず 陰徳
を修すべ し…」な ど)(特 集
=道 元 の言葉 『正法眼蔵 随 聞

記』)一(自 己 と他者)

随流法(特 集 私 を磨 いて く
れ たこの禅語)

黄壁高泉性激の師弟 ・心空庵
月 峰道 喜 ら横 山三兄弟

中世禅宗 にお ける 「造 化」 の

語 義 とその背景 一瑞泉 院 の景
観 とその意味 に関す る一考察

宗教 と医学 の新 しい試 み 一マ
イ ン ド ・ボディー ・メデ イス
ンと坐禅 の健康領域 にお ける

役 割 一

折 々の良寛(4)～(7)

『校 本良寛歌 集』 の出版 につ
いて

禅 と政治 一因陀羅網を 目指 して

自分 を卑下 しない(「 身命 をか
へ りみず発心修行する…」など)

(特集=道 元の言葉 『正 法眼蔵
随聞記』)一(自 己と他者)

梁 山泊 の四季(最 終回)冬
一うまい もうろ く一鶴見俊 輔

さん 「甲斐性」

人間禅道場 の有楽流(1)(日
本文化 と禅)

同仁

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

Zeami

説話文学研究

古文書研究

大法輪

禅と念仏

石川郷土史学会々誌

建築史学

教化研修

良寛だよ り

良寛 だよ り

奈良産業大学紀要

大法輪

禅文化

禅

81

2031

2044

2057

20611

46

427

6410

74(10)10

2410

4012

483

514

1,4,7,115～1!8

10

11810

2312

74(10)10

2031

25
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林 裕 子

腹 巻 宏 一

東 隆 眞

久 松 真

平 井 俊 之

平 分 宗 賢

平 野 区良

平 松 真 一

平 塚 景 堂

有楽流茶道と茶味(日 本文化
と禅)

禅と柔道(日 本文化と禅)

正法眼蔵随聞記と懐奨禅師
(特集=道 元の言葉 『正法眼
蔵随聞記』)

談話 湘山老師と現代の禅(季
刊 『禅文化』二〇〇号記念特
集(七 ・八六号より再録))

妙心寺の浴室について

仙厘和尚の残した言葉に学ぶ

仏教と曹洞宗代十教区寺院の
開山瞥見記(2)

良寛の法妹,義 堤尼 和歌の
素地

弱者の思想

禅

禅

大法輪

禅文化

建築史学

在家仏教

郷土 た じり

良寛 だ より

禅文化

23

24

74(10)10

2044

499

6561

293

117～81乙10

2031

平 塚 景 堂 有時 禅文化

平 塚 景 堂 泉 を突 す 一シ ューベル ト考(1)禅 文 化

平 塚 景 堂

平 野 β良

古 山 健 一

藤 田 正 夫

藤 原 東 演

堀 井 美 鶴

堀 内 宗 心

堀 内 宗 心

堀 内 宗 心

前 川 睦 生

町 田 廣 文

冬 の旅 一シューベル ト考(2)

仏 教 と曹洞宗 代十教 区寺 院の
開 山瞥見記(2)

『赴粥飯法』にお ける「法是食 ・

食是法」 につい て

『良寛和 尚萬葉短歌抄』 中村
本 は良寛 自筆 で写本 ではない

臨済宗 で読 まれ るお経 一延 命

十句観音経/坐 禅和讃(特 集
よ く聞 く 《お経》入 門)

一休 さんの道歌 と現代 短歌

(1)(日 本 文化 と禅)

お茶 を教 え るとい うこ と

参禅の日々

宗旦の禅(特 集 元伯宗旦
三百五十年忌によせて)

坐禅(「古人の行李にしたが
うて砥管打坐すべきなり…」
など)(特集=道 元の言葉 『正
法眼蔵随聞記』)一(仏 教者
の在り方)

大而宗龍禅師の授戒会による
民衆教化

禅文化

郷土 た じ り

宗学研究

良寛だ よ り

大法輪

禅

禅文化

禅文化

茶道雑誌

大法輪

教化研修

2044

2057

20611

293

494

11810

74(7)7

25

2044

2057

71(11)11

74(10)10

514
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松 竹 寛 幸

松 田 高 志

松 原 泰 道

松 原 哲 明

松 原 哲 明

丸 川 春 潭

丸 川 春 潭

丸 川 春 潭

丸 川 春 潭

水 野 隆 徳

皆 川 廣 義

次
子

健
斎

本
川

宮
前

昭泰上村

村 野 真 作

谷 沢 栄 一

安 永 祖 堂

安 永 祖 堂

安 永 祖 堂

安 永 祖 堂

僧 堂生 活 に関す る心理学 的考

察 一雲水 生活のQOLと 気 分 ・
感情状態 について 一

教 育 の前提 としての三つ の

「信 」

閑古錐

『般若心経』 はなぜ読 まれ続

けてい るのか 現代人 のため
の禅入 門(特 集 「宗教 的生活 」

のすす め)

因果,我 慢 一心,出 世,徹

底 知識 邪魔,縁 起,往 生
・自分 を救 う ・「どんな困

難 に も道あ り」禅語の手 引 き

(特集 仕 事 に役立つ 「歴 史 ・
古 典」入 門)

「三昧」 の深 さ

騙 鞍橋講話(第5話)出 家 は
古則 を守 り習 うが よき也

駿鞍 橋講話(第4話)(1)命
を捨 て てや るべ し(2)い つ

も真 剣勝負

騙鞍 橋講 話(第3話)佛 像 を

手本 に修 すべ し

国際エ コノ ミス トか ら禅研 究
の道へ

他者 との関係(「一切衆生 を一

子の ごとく憐 れむべ し…」など)
(特集=道 元の言葉 『正法眼蔵

随聞記』)一(自 己と他者)

庭 園散策(29)円 覚寺

秩山禅師の肖像画と書画

建長寺の釈迦三尊図(市 指定
文化財)と 十六羅漢図(重 要
文化財)

本好き人好き(211)男 道楽
色餓悔 下山京子『一葉草紙』
秋山悟庵 『禅と英雄』

曹源池

識差 両字 をめ ぐって

禅における一なるもの(特 集
禅 と現代心理学の新潮流(2))

師匠 とその弟 子

教化研修

禅文化

在家仏教

中央公論

プ レジデ ン ト

禅

禅

禅

禅

禅文化

大法輪

短歌研究

史　と美術

鎌倉

國文學

禅文化

印度學佛教學研究

トランスパーソナル

心理学/精 神医学

禅文化

514

20611

6638

122(3)3

45(3)1

25

25

24

23

2057

74(10)10

64(10)10

77(10)12

10412

52(4)4

2031

56(1)12

7(1)5

2044
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安 永 祖 堂

安 永 祖 堂

朝矯から洩れてくる虫の音の
ように

孤独地獄

山 下 隆 司 私の陶芸(日 本文化と禅)

山 田 史 生

柚 木 祖 元

山 本 輝 雄

横 井 教 章

吉 川 忠 夫

吉 永 進 一

李

李

李

李

柳

建 華

建 華

建 華

建 華

宗 悦

良 知 文 苑

林

涌 井

玉 壽

茂

渡 部 正 英

俗人,禅 籍 を読 む

「坐禅 の心」 につい て 一 「花
供養御 詠歌(供 華)」 の歌詞

解 説 に関連 して 一

九 州地域 における黄 彙派の禅

宗 寺院 のついての建 築史研究
と建築論研 究の両研 究で の一

目標:(京 大 ・九大名誉教 授)

前 川道郎博士 の訓(お しえ)
に触発 されて(歴 史 ・意 匠)

葬送儀礼 の構 造 とその宗教 的特性
に関す る一考察

柳 田聖 山先生 を偲ぶ(特 集
追悼 柳田聖 山先生)

明治 の仏教的精神療法:平 井

金 三 『三摩地』 を中心 に

聖域 巡礼(8)私 の 目か ら見
るチベ ッ ト 第二 部 東チ
ベ ッ ト 〈シャ ング リラか らラ

サ〉へ行 く(3)

聖域巡礼(9)私 の 目か ら見
るチベ ッ ト(第2部)東 チベ ッ

ト 〈シ ャング リラか らラサ 〉
へ行 く(4)

聖域巡礼(10)私 の 目か ら見
るチベ ッ ト(第2部)東 チ ベ ッ

ト 〈シ ャングリラか らラサ〉
へ行 く(5)

聖域 巡礼(11)私 の 目か ら見

るチベ ッ ト(第2部)東 チベ ッ
ト 〈シャング リラか らラサ〉
へ 行 く(6)

「井戸」 と 「楽」(季刊 『禅 文

化 』二 〇〇号 記念 特集(七 ・
八六号 より再録))

弘川寺 に もあ った八十吉宛 の

良寛消 息

心敬 と歌道 ・仏道修行 と 「禅 」

(終刊 号)

良寛尊像つ れづ れ(77)～(80)

善寳寺 開基妙達上 人の坐禅石
につい て

禅文化

禅文化

禅

東方

教化研修

日本建築学会研究
報告.九 州支部

宗学研究紀要

禅文化

宗教研究

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

禅文化

良寛だより

筑波大学平家部会
論集

良寛だより

宗教研究

2057

20611

23

3133

514

463

203

2031

80(4)3

2031

2044

2057

20611

2044

1151

123

・・5-118L4孟

80(4)3
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〔書 評〕

SherryFowler

加 藤 みち子

楠 井 隆 志

清 水 智 樹

竹 貫 友佳子

竹 村 牧 男

GregoryP.A.Levine
DaitokWfi:71heVisualCultures

ofaZenMnonastory

書評 中尾良信著 『日本禅 宗
の伝説 と歴史』(吉川弘文館,
二 〇〇五 年)

書評 錦 織亮介 著 『黄壁禅林
の絵画』

書評 西 尾賢 隆著 『中国近世
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